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清秀 Ａ日程 理科 解答解説 

 
【正 解】問１ 断層  問２ (イ)  問３ (ウ)  問４ 火山がふん火した。  問５ (ア)  問６ (カ) 

問７ 10 時 24 分５秒  問８ 25 秒  問９ 毎秒６km 
問10 記号…Ｂ 理由…地点Ｂのほうが小さなゆれの時間が短いから。  問11 ハザードマップ 

問12 15 秒 

【解 説】 
問１ 地層が切れてずれたものを断層という。 
問２ 土砂のつぶは大きさによって区別され，つぶの直径が２mm 以上のものをれき，２～0.06mm のものを砂，

0.06mm 以下のものをどろという。 
問３ 火山灰の層をつくっているつぶは角ばったものが多い。火山灰の層から化石が見つかることはほとんどなく，長

い年月が過ぎると，上からの重さによって固まって凝灰岩という岩石になる。 
問４ 火山灰は火山のふん火によってふき出されるので，この地域では過去に火山のふん火が起こったと考えられる。 
問５ Ｆのどろの層，Ｅの砂の層，Ｄのれきの層の順にたい積しているので，層をつくっている土砂のつぶがだんだん

大きくなっている。海に流れこんだ土砂は，つぶが小さいものほどしずむのがおそく，海岸から遠く深い海にたい

積する。よって，Ｆの層がたい積したころは深い海であったが，だんだん浅くなっていったと考えられる。 
問６ Ｘ―Ｙの断層はＤ，Ｅ，Ｆの層にだけ見られるので，Ｄの層がたい積したあとにできたと考えられる。また，断

層の上部のＤの層のずれがなくなっていることから，Ｃの層とＤの層の間の面がでこぼこになっているのは，Ｄの

層が一度地表に出てけずられたあと，ふたたび海底になってからＣの層がたい積したためと考えられる。 
問７，問８ 図３のグラフから，地震が起こって震源でＰ波とＳ波が同時に発生した時刻は 10 時 24 分５秒とわかる。

また，震源からのきょりが 150km の地点では，Ｐ波の到着時刻は 10 時 24 分 30 秒で，Ｓ波の到着時刻はその 25
秒後の 10 時 24 分 55 秒であることがわかる。 

問９ 震源でＰ波が発生してから，震源からのきょりが60kmの地点に到着するまでに10秒かかっているので，60÷10
＝6 より，Ｐ波の速さは毎秒６km である。 

問10 図３のグラフから，震源からのきょりが遠くなるほど，Ｐ波が到着してからＳ波が到着するまでの時間が長くな

っていることがわかる。したがって，地点ＢのほうがＰ波による小さなゆれの時間が短いので，地点Ａよりも震源

に近いと考えられる。 
問11 地震による津波や大雨による土砂災害など，それぞれの災害で予想される被害の程度やひなん場所，ひなん経路

などがかきこまれた地図をハザードマップという。 

問 12 Ｐ波が伝わる速さは毎秒８km なので，震源から 40km の地点でＰ波を観測したのは，40÷8＝5 より，地震が

発生してから５秒後である。また，Ｓ波が伝わる速さは毎秒４km なので，震源から 100km はなれた地点にＳ波

が到着するのは，100÷4＝25 より，地震が発生してから 25 秒後である。緊急地震速報は，震源から 40km の地点

でＰ波を観測した５秒後に受信されたので，震源から 100km はなれた地点にＳ波が到着して大きなゆれが起こる

のは，緊急地震速報の受信から，25－(5＋5)＝15〔秒後〕である。 

 
【正 解】問１ ４枚  問２ 右図  問３ たまごをうむため。  問４ Ｂ→Ｄ→Ａ→Ｃ 

問５ さなぎの時期がない。  問６ (エ)  問７ Ｂ  問８ 食物連鎖 
問９ (オ)  問10 でんぷん  問11 (イ) 
問12 記号…(ア) 理由…生物Ｂのえさが減るから。 

【解 説】 
問１，問２ モンシロチョウのはねは４枚，あしは６本(３対)で，どちらも胸の部分についている。 
問３ モンシロチョウは，たまごをキャベツやダイコン，アブラナなどの葉にうみつける。たまごか

らかえった幼虫は，それらの葉を食べて育つ。 
問４ Ｂはたまごで，たまごからかえった幼虫はだっ皮をくり返してＤからＡのように大きくなっていき，Ｃのさなぎ

になったあと，成虫がさなぎから出てくる。 
問５ モンシロチョウは，たまご→幼虫→さなぎ→成虫と育つのに対し，オオカマキリは，たまご→幼虫→成虫と育ち，

さなぎの時期がない。オオカマキリの育ち方のように，さなぎの時期がない育ち方を不完全変態という。 

問６ アブラゼミの幼虫は土の中で５～７年間生活したあと，地上に出てだっ皮し，成虫になる。セミのめすには鳴く

ための器官がなく，おすだけが鳴く。 

問７，問８ 生物Ａは植物，生物Ｂは草食動物，生物Ｃは肉食動物で，植物は草食動物に食べられ，草食動物は肉食動

物に食べられる。このような生物どうしの「食べる・食べられる」という関係のつながりを，食物連鎖という。 

問９，問10 どの生物も呼吸を行い，酸素(気体Ｙ)をとり入れて二酸化炭素(気体Ｘ)を出している。植物は，光が当た

っているときには二酸化炭素をとり入れてでんぷんをつくり，酸素を出すはたらきを行っている。 

問11 ある地域の生物の数量のつり合いがとれているとき，食べられる生物のほうが，食べる生物よりも多い。よって，

生物Ａ(植物)の数量が最も多く，生物Ｃ(肉食動物)の数量が最も少ない。 

問12 生物Ａの数量が減ると，生物Ｂはえさが少なくなるため，生物Ｂの数量が減る。 

 
【正 解】問１ (ウ)  問２ ＢとＤとＥ  問３ (オ)  問４ ３個とも明るくなる。  問５ (ウ)と(エ) 

問６ 120mA 
【解 説】 
問１ 流れる電流の大きさがわからないときは，最初に最も大きな電流がはかれる５Ａのマイナスたんしにつなぐ。 
問２，問３ スイッチ①をａに，スイッチ③をａにつなぐと，かん電池１個に豆電球Ｂ，Ｄ，Ｅを直列につないだ回路

になる。よって，３個の豆電球にはどれも，点Ｘの部分を流れる電流と同じ 100mA の電流が流れる。 
問４ スイッチ③をｂにつなぐと，かん電池が２個の直列つなぎになるので，かん電池から流れる電流が大きくなる。

したがって，豆電球はすべて，かん電池が１個のときよりも明るくなる。 
問５ スイッチ①をａに，スイッチ②をａに，スイッチ③をａにつなぐと，かん電池１個に豆電球Ｂ，豆電球Ｃと豆電

球Ｄを並列につないだもの，豆電球Ｅのそれぞれを直列につないだ回路になる。よって，豆電球Ｂと豆電球Ｅは同

じ大きさの電流が流れて同じ明るさになる。また，豆電球Ｃ，Ｄには，それぞれ豆電球Ｂ，Ｅに流れる電流の
1
2 の

大きさの電流が流れて同じ明るさになる。 
問６ 実験１で，かん電池１個に豆電球Ｂ，Ｄ，Ｅを直列につないだ回路では 100mA の電流が流れた。このとき，そ

れぞれの豆電球に流れる電流の大きさは，かん電池１個に豆電球１個をつないだときの
1
3 になるので，かん電池１

個に豆電球１個をつないだときの豆電球に流れる電流の大きさは 300mA とわかる。実験３では，かん電池１個に

豆電球Ａと豆電球Ｂを並列につないだもの，豆電球Ｃ，豆電球Ｅのそれぞれを直列につないだ回路になり，豆電球

Ｄ以外の豆電球の明かりがつく。豆電球Ａ，Ｂに流れる電流の大きさは，豆電球Ｃ，Ｅに流れる電流の大きさの
1
2 

になるから，かん電池１個に豆電球１個をつないだときの豆電球に流れる電流の大きさを１とすると，豆電球Ａと

豆電球Ｂに流れる電流の大きさは
1
5 ，豆電球Ｃと豆電球Ｅに流れる電流の大きさは

2
5 になる。よって，豆電球Ｅに

流れる電流の大きさは，300×2
5 ＝120〔mA〕となる。 

 
【正 解】問１ (ウ)  問２ 25.1ｇ  問３ (ウ)と(オ)  問４ 27.5％  問５ 記号…Ｆ 重さ…297.2ｇ 

問６ (エ) 
【解 説】 
問１ 水にとけてもものの重さは変わらないので，ビーカーＡ，Ｂの全体の重さは同じである。 
問２ 20℃の水 100ｇにとけるホウ酸の重さは 4.9ｇだから，とけ残ったホウ酸の重さは，30－4.9＝25.1〔ｇ〕である。 
問３ 水よう液の温度が 60℃になるまで加熱すると，100ｇの水にとけるミョウバンの重さは 57.4ｇになるので，30

ｇのミョウバンはすべてとける。また，20℃の水を 180ｇ加えると，ミョウバンのとける重さは，11.4×
100＋180

100  

＝31.92 より，30ｇより大きくなるので，ミョウバンはすべてとける。 
問４ 80℃の水 100ｇにとける食塩の重さは 38.0ｇなので，とけているものの重さは 38.0ｇ，水よう液全体の重さは，

100＋38.0＝138.0〔ｇ〕である。よって，水よう液のこさは，38.0÷138.0×100＝27.53…より，27.5％である。 
問５ それぞれのビーカーに見られる白いつぶの重さは，ビーカーＤは，38.0－36.3＝1.7〔ｇ〕，ビーカーＥは，23.6

－8.9＝14.7〔ｇ〕，ビーカーＦは，321.0－23.8＝297.2〔ｇ〕だから，ビーカーＦのつぶの重さが最も大きい。 
問６ ビーカーＸの中には，40℃の水 300ｇと，食塩 38.0ｇ，ホウ酸 23.6ｇ，ミョウバン 321.0ｇが入っている。それ

ぞれのものが 100ｇの水にとける重さは変わらないことから，40℃の水 300ｇにとける食塩の重さは，36.3×300
100 

＝108.9〔ｇ〕，ホウ酸の重さは，8.9×300
100 ＝26.7〔ｇ〕，ミョウバンの重さは，23.8×300

100 ＝71.4〔ｇ〕である。

よって，ビーカーＸの中の食塩とホウ酸はすべてとけるが，ミョウバンはとけ残る。 
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